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　６万５６０６円７１銭　
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ＴＯＰＩＸ
　４０７４．９３　　　
　　▲１９．０８(前日比)　

日経平均の日足チャート

 

カプコンは驚異的な
　　　　大幅増益を達成した

カ
プ
コ
ン
上
ブ
レ
の
可
能
性
高
い

円
谷
フ
ィ
ー
ル
ズ
は
上
方
修
正

好
調
際
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
系

　

主
要
企
業
の
第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
）
決
算
発
表
が
ほ
ぼ
一
巡

し
た
。
ア
ナ
リ
ス
ト
コ
ン
セ
ン
サ
ス
か
ら
下
方
乖
離
し
た
企
業
が
あ

る
も
の
の
、
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連
企
業
の
多
く
が
大
幅
な
増
収
増
益
を
達

成
し
た
の
は
想
定
内
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
系
や
原
油
高
に
絡
む
駆
け

込
み
需
要
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
好
調
だ
っ
た
。
さ
ら
に
サ
プ

ラ
イ
ズ
的
な
好
決
算
と
な
っ
た
の
が
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
・
特
撮
と
い

っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
系
セ
ク
タ
ー
。
第
１
四
半
期
の
高
進
捗
か
ら
こ
の
先
、

通
期
予
想
の
上
方
修
正
も
期
待
さ
れ
る
だ
け
に
押
し
目
は
狙
え
よ
う
。

  

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
は

特
に
好
調
が
際
立
っ
た

の
が
カ
プ
コ
ン
（
９
６

９
７
）
だ
。
第
１
四
半

期
は
連

結
営
業

利
益
で

４
１
０

億
５
４

０
０
万

円
（
前

年
同
期

比
６

６
・
９

％
増
）

と
大
幅

な
増
益

を
達
成
、

通
期
計
画

の
営
業
利

益
８
３
０

億
円
（
前
期
比
１
０
・

２
％
増
）
に
変
更
は
な

い
が
、
「
鬼
武
者
」
の

新
作
な
ど
が
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
は
上
方
修

正
の
可
能
性
は
高
い
。

　

コ
ナ
ミ
グ
ル
ー
プ

（
９
７
６
６
）
の
第
１

四
半
期
は
連
結
営
業
利

益
で
４
５
２
億
８
５
０

０
万
円
（
同
６
３
・
３

％
増
）
と
大
幅
な
増
益

を
達
成
し
て
お
り
、
コ

ー
エ
ー
テ
ク
モ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
３
６
３

５
）
も
連
結
営
業
利
益

５
４
億
７
０
０
万
円

（
同
５
１
・
３
％
増
）

も
同
様
に
大
幅
な
増
益

と
な
っ
た
。
第
２
四
半

期
以
降
の
動
向
次
第
で

は
同
様
に
上
方
修
正
の

可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

円
谷
フ
ィ
ー
ル
ズ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２

７
６
７
）
は
２
７
年
３

月
期
予
想
を
連
結
営
業

利
益
で
１
９
０
億
円
か

ら
２
２
５
億
円
（
前
期

比
２
８
・
９
％
増
）
へ

上
方
修
正
し
た
。
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
が
中
国
含
め

て
海
外
で
人
気
が
復
調

し
て
お
り
、
新
作
の
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
テ
オ
」
の

効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ル
が
人
気
の
東
映
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
４
８
１

６
）
も
第
１
四
半
期
は

連
結
営
業
利
益
７
４
億

６
５
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
１
３
・
５
％
増
）

を
達
成
し
て
い
る
。
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７
月
第
５
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

好決算ＡＩ関連見直し余地

　

前
週
の
東
京
市
場
は
反
発
。
日
経
平
均
は
前

の
週
か
ら
１
２
４
４
円
上
昇
し
て
い
ま
す
。
前

の
週
に
週
末
に
か
け
大
き
く
上
昇
し
た
反
動

と
日
米
協
調
介
入
に
よ
る
円
高
へ
の
警
戒
感

か
ら
売
り
優
勢
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
米
国
株

高
を
フ
ォ
ロ

ー
に
週
央
５
日
に
は
２
０

０
０
円
を
超

え
る
上
昇
で
６
万
６
０
０

０
円
台
を
回

復
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
後
半
は

Ａ
Ｉ
関
連
が
戻
り
売
り
に

押
さ
れ
、
上

値
が
重
く
な
り
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｉ
関
連
以

外
で
は
好
決
算
を
受
け
て

買
わ
れ
る
銘

柄
が
多
く
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ

は
堅
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

今
週
は
夏
期
休

暇
入
り
で
市
場
参
加
者
が

減
り
、
立
ち
合
い

日
数
が
４
日
に
な
る
こ
と

か
ら
、
全
般
は
動

意
に
乏
し
く
、
決
算
を
手

掛
か
り
に
し
た
個

別
物
色
が
主
体
に
な
り
そ

う
で
す
。
た
だ
、
好

決
算
で
も
出
尽
く
し
感
か

ら
売
ら
れ
た
Ａ
Ｉ
関
連
は
見
直

し
余
地
が
大
き
く
、
１
３
日
の
ア

プ
ラ
イ
ド
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
の
決

算
を
含
め
、
米
テ
ッ
ク
株
の

動
向
に
も
注
意
を
払
い
た

い
考
え
で
す
。　

 

花
咲 

翁

信越化は大幅続落
２桁増益もコンセンサス下回る

信越化学の日足チャート
　

２
７
日
、

信
越
化
学

工
業
（
４

０
６
３
）

が
大
幅
に

４
日
続
落

し
た
。
未

定
と
し
て

い
た
２
７

年
３
月
期

の
業
績
予

想
を
発
表
、

連
結
営
業

利
益
で
前

期
比
１

０
・
２
％
増
の
７
０
０

０
億
円
を
見
込
む
が
、

市
場
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

下
回
る
こ
と
が
嫌
気
さ

れ
た
。
増
量
と
価
格
修

正
に
取
り
組
み
、
シ
リ

コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
、
フ
ォ

ト
レ
ジ
ス
ト
、
マ
ス
ク

ブ
ラ
ン
ク
ス
ほ
か
半
導

体
材
料
が
伸
び
て
い
る
。

 

誠
建
設
副
首
都
創
生
法
案

　

誠
建
設
工
業
（
８
９

９
５
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
４
日
に
参
院
特
別
委

員
会
で
「
副
首
都
」
創

設
法
案
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
が
材
料
視
さ
れ
た
。

大
阪
が
副
首
都
に
指
定

さ
れ
れ
ば
地
域
活
性
化

か
ら
大
阪
堺
市
を
本
拠

と
す
る
同
社
も
恩
恵
享

受
が
期
待
さ
れ
る
。

キ
オ
ク
シ
ア
は
ベ
イ
ン
売
却

　

キ
オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
８
５

Ａ
）が
３
日
続
落
。「
キ
オ

ク
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
株
価
上
昇
を
受

け
、
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
で

大
株
主
の
ベ
イ
ン
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
得
た
売
却
益

が
約
２
・
５
兆
円
に
の

ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
、

と
伝
わ
っ
た
。

カ
バ
ー
が
ス
ト
ッ
プ
高

 

 

　

カ
バ
ー
（
５
２
５
３
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
サ
イ

バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

（
４
７
５
１
）
の
子
会

社
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
Ａ
ｒ
ｔ

ｓ
と
の
共
同
タ
イ
ト
ル

の
新
作
「
ホ
ロ
ラ
イ
ブ

ド
リ
ー
ム
ス
」
が
Ａ
ｐ

ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
と
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ

ｙ
で
セ
ー
ル
ス
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
を
獲
得
し
た
。

キ
オ
ク
シ
ア
Ｈ
Ｄ
が
Ｓ
安

米
テ
ッ
ク
株
急
落
で
ダ
メ
押
し

　

２
８
日
、キ
オ
ク
シ
ア

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２

８
５
Ａ
）が
ス
ト
ッ
プ
安
。

昨
日
は
米
投
資
フ
ァ
ン

ド
で
大
株
主
の
ベ
イ
ン

キ
ャ
ピ
タ
ル
が
得
た
売

却
益
が
約
２
・
５
兆
円

に
の
ぼ
る
こ
と
が
伝
わ

っ
た
が
、
２
８
日
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
は
サ

ン
デ
ィ
ス
ク
な
ど
テ
ッ

ク
株
が
急
落
し
た
こ
と

を
受
け
て
ダ
メ
押
し
の

売
り
が
出
て
い
る
。

円
谷
フ
ィ
ー
ル
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

円
谷
フ
ィ
ー
ル
ズ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
７

６
７
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
１
８
７
０
億
円

か
ら
２
０
５
３
億
円
（
前

期
比
１
７
・
９
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
１
９
０
億

円
か
ら
２
２
５
億
円
（
同

２
８
・
９
％
増
）
へ
大
幅

に
上
方
修
正
し
た
。
国
内

自
社
Ｍ
Ｄ
・
ラ
イ
セ
ン

ス
事
業
の
堅
調
な
推
移

や
中
国
市
場
の
業
績
回

復
な
ど
を
踏
ま
え
た
。

さ
く
ら
ネ
ッ
ト
大
幅
増
額

　

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
３
７
７
８
）が
続

伸
。
２
７
年
３
月
期
の
連

結
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

営
業
利
益
１
５
億
円
を

２
５
億
円
（
前
期
４
億
３

０
０
万
円
の
赤
字)
へ

大
幅
に
上
方
修
正
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｕ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
稼
働
率

が
向
上
し
て
い
る
。

ス
ク
リ
ン
41
％
減
益

 
 

　

２
９
日
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
７
７
３
５
）
が
大

幅
続
落
。
２
７
年
３
月

期
第
１
四
半
期
は
連
結

営
業
利
益
で
前
年
同
期

比
４
１
・
４
％
減
の
１

４
３
億
６
８
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
セ

ー
ル
ス
や
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
向

け
増
加
の
一
方
、
フ
ァ

ウ
ン
ド
リ
ー
や
ロ
ジ
ッ

ク
向
け
が
減
少
。
期
末

配
当
１
１
５
円
を
１
２

３
円
（
前
年
同
期
１
７

０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。
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カ
プ
コ
ン
大
幅
４
日
続
伸

第
１
四
半
期
67
％
営
業
増
益

カプコンの日足チャート

 
 

 

　

２
９
日
、
カ
プ
コ
ン

（
９
０
８
１
）
が
大
幅

に
４
日
続
伸
。
２
７
年

３
月
期
第
１
四
半
期
算

は
連
結
売
上
高
７
０
４

億
１
０
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
５
４
・
７
％

増
）
、
営
業
利
益
４
１

０
億
５
４
０
０
万
円

（
同
６
６
・
９
％
増
）

と
大
幅
増
収
増
益
と
な

っ
た
。
Ｓ
Ｆ
ア
ク
シ
ョ

ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
「
プ
ラ
グ
マ
タ
」

や
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ

ッ
チ
２
向
け
「
デ
ビ
ル 

メ
イ 

ク
ラ
イ 

５
デ
ビ

ル
ハ
ン
タ
ー
エ
デ
ィ
シ

ョ
ン
」
、
「
バ
イ
オ
ハ
ザ

ー
ド
」
シ
リ
ー
ズ
の
新

作
リ
ピ
ー
ト
販
売
な
ど

も
寄
与
、
通
期
予
想
は

上
ブ
レ
が
期
待
さ
れ
る
。

公
開
価
格
45
％
上
回
る

ビ
ー
エ
イ
ブ
ル
の
初
値

　

ビ
ー
エ
イ
ブ
ル
（
６

０
４
Ａ
）
が
東
証
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
７
０

０
円
を
４
５
・
１
％
上

回
る
１
０
１
６
円
で
初

値
を
付
け
た
。
原
子
力

発
電
所
の
建
設
・
保
守
・

廃
炉
工
事
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・

運
営
な
ど
を
行
う
。

公
開
価
格
24
％
上
回
る

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
の
初
値

　

ア
イ
・
グ
リ
ッ
ド
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
６

０
３
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
７
７
０
円
を

２
３
・
８
％
上
回
る
９

５
３
円
で
初
値
を
付
け

た
。
電
力
融
通
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
手
掛
け
る
。

タムロン買収提案
　

３
０
日
、
タ

ム
ロ
ン
（
７
７

４
０
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
「
ソ
ニ

ー
グ
ル
ー
プ
（
６

７
５
８
）
が
買

収
を
提
案
し
て

い
る
」
と
伝
わ

っ
た
。
全
株
式

取
得
を
め
ざ
す

よ
う
で
買
収
額

は
２
０
０
０
億

円
規
模
と
し
て
い
る
。

会
社
側
は
「
完
全
子
会

社
化
へ
の
取
引
に
つ
い

て
法
的
拘
束
力
の
な
い

提
案
を
受
け
て
お
り
、

企
業
価
値
向
上
に
向
け

た
選
択
肢
を
検
討
し
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

マ
キ
タ
は
大
幅
反
落

　　

マ
キ
タ
（
６
５
８
６
）

が
大
幅
反
落
。
２
７
年

３
月
期
第
１
四
半
期
の

連
結
決
算
は
営
業
利
益

３
０
５
億
６
５
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
１
７
・

２
％
増
）
と
市
場
予
想

を
上
回
り
大
幅
増
益
で

着
地
し
た
。
た
だ
、
関

税
還
付
金
計
上
が
上
振

れ
の
主
因
で
２
Ｑ
以
降

の
失
速
が
警
戒
さ
れ
た
。
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８
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

 

 

湖
北
工
業
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
デ
ス

　読者の皆様、一週
間お疲れ様でした。
　今週で主要企

業の第１四半期決算発表はピークを過
ぎましたが、大幅増益を発表したり、
上方修正を発表した企業が多かった印
象を受けました。
　それでもＡＩ半導体の主力が好決算
でも逆に売られる銘柄が多くて、一方
でそれ以外の銘柄では発表後に上昇す
る銘柄が多かったように思えます。
　やはりＡＩ半導体の企業はアナリス
トコンセンサスではかなり強気の内容
が多くて、発表後にはガッカリ感で売
られるんでしょうね。
　とりあえずは次のキッカケを待つし
かありません。
　それでアドバンテスト（６８５７）
は６月高値３万５９４０円を目指す見方は
変えてません。それとＡＩ関連である湖北
工業（６５２４）は第２四半期で６２．７％
営業増益でした。
　急ぎませんけど、本格上昇に
向けて頑張ってほしいデス。
　　　　　　　　　　　（若様）

アドテストが急反発
２７年３月期予想大幅上方修正

アドテストの
　　日足チャート

　

３
０
日
、

ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト

（
６
８
５

７
）
が
急

反
発
。
２

７
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
１
兆
４

２
０
０
億

円
か
ら
１

兆
７
１
４

０
億
円
（
前
期
比
５
１
・

９
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
６
２
７
５
億
円
か

ら
８
４
６
０
億
円
（
同

６
９
・
５
％
増
）
へ
大

幅
に
上
方
修
正
し
た
。

推
論
用
Ａ
Ｉ
半
導
体
向

け
テ
ス
ト
需
要
は
グ
ル

ー
プ
の
２
０
２
６
年
４

月
時
点
の
想
定
を
大
き

く
上
回
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

キ
オ
ク
シ
ア
Ｈ
Ｄ
が
Ｓ
高

米
メ
モ
リ
大
手
急
伸
に
追
随

 
 

 
 

　

週
末
３
１
日
、
キ
オ

ク
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
２
８
５
Ａ
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
で
Ｓ
Ｏ
Ｘ

指
数
が
８
％
を
超
高
と

急
伸
し
、
個
別
で
は
サ

ン
デ
ィ
ス
ク
や
マ
イ
ク

ロ
ン
な
ど
特
に
メ
モ
リ

大
手
が
大
き
く
上
昇
し

た
こ
と
か
ら
同
社
株
に

も
買
い
戻
し
の
動
き
が

強
ま
っ
た
。
算
に
注
目

が
集
ま
る
。
ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）

や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
な

ど
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連
の

主
力
株
も
一
時
ス
ト
ッ

プ
高
に
買
わ
れ
た
。

野
村
総
利
益
確
定
売
り

　

野
村
総
研
（
４
３
０

７
）
が
急
反
落
。
２
７

年
３
月
期
第
１
四
半
期

の
連
結
決
算
は
、
営
業

利
益
４
１
７
億
１
１
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

１
２
・
０
％
増
）
と
２

ケ
タ
増
益
で
着
地
し
た

が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
乏

し
く
、
Ａ
Ｉ
関
連
に
資

金
が
回
帰
す
る
な
か
、

利
益
確
定
売
り
が
優
勢

に
な
っ
た
。

パ
ナ
Ｈ
Ｄ
営
業
益
２
・
５
倍

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
６

７
５
２
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
７
年
３
月
期
第

１
四
半
期
の
連
結
決
算

は
、
営
業
利
益
１
８
２

４
億
５
５
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
２
・
１

倍
）
で
着
地
、
通
期
予

想
を
５
５
０
０
億
円
か

ら
５
９
０
０
円
（
前
期

比
２
・
５
倍
）
に
上
方

修
正
し
た
。

日電硝大幅下方修正
　

週
明
け
３
日
、

日
本
電
気
硝
子

（
５
２
１
４
）
が

急
落
。
２
６
年
１

２
月
期
予
想
を
連

結
営
業
利
益
で
３

３
０
億
円
か
ら
２

０
０
億
円
（
前
期
比
４

１
・
４
％
減
）
へ
大
幅

に
下
方
修
正
し
た
。
中

東
情
勢
と
円
安
の
影
響

に
よ
り
原
燃
料
価
格
な

ど
が
高
騰
す
る
ほ
か
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
業
に

お
い
て
定
期
修
繕
に
伴

う
費
用
が
増
加
す
る
見

込
み
。

ミ
ク
シ
ー
増
額
増
配

　

Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
（
２
１
２

１
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

純
利
益
で
１
３
５
億
円

か
ら
２
５
０
億
円
（
前

期
比
４
４
・
８
％
増
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
配

当
を
６
５
円
か
ら
９
５

円
（
前
年
同
期
６
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
ビ
ッ

ト
バ
ン
ク
株
式
の
譲
渡

に
伴
う
関
係
会
社
株
式

売
却
益
を
計
上
す
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ド
海
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ

 
 

 
 

 

　

Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

海
運
（
９
１
１
０
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
１
８
・

３
５
％
を
出
資
す
る
第

２
位
の
株
主
の
日
本
郵

船
（
９
１
０
１
）
が
非

公
開
化
を
目
指
し
て
同

社
株
に
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
実
施

す
る
と
発
表
し
た
こ
と

を
受
け
、
買
い
付
け
価

格
１
万
６
０
０
円
に
サ

ヤ
寄
せ
し
て
水
準
を
切

り
上
げ
た
。
日
本
郵
船

は
最
終
的
に
出
資
比
率

を
８
３
・
３
３
％
に
高

め
る
。
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第
１
四
半
期
45
％
営
業
増
益

マ
ク
セ
ル
が
ス
ト
ッ
プ
高

マクセルの日足チャート

　

３
日
、
マ
ク
セ
ル
（
６

８
１
０
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
７
月
３
１
日
の
取

引
終
了
後
２
７
年
３
月

期
の
第
１
四
半
期
（
４

～
６
月
）
決
算
を
発
表
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
４
４
・
８
％
増

の
２
８
億
７
２
０
０
万

円
と
大
幅
増
益
に
な
っ

た
。
生
産
を
終
了
し
た

角
形
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
が
減
収
と
な
っ
た

も
の
の
、
村
田
製
作
所

（
６
９
８
１
）
か
ら
譲

受
し
た
事
業
を
含
め
て
、

医
療
機
器
用
や
車
載
用

な
ど
の
一
次
電
池
の
販

売
が
好
調
に
推
移
し
た
。

第１四半期は６５％事業増益

三菱重大幅３日続伸

　
４
日
、
三

菱
重
工
業

（
７
０
１

１
）が
大
幅

に
３
日
続

伸
。
２
７
年

３
月
期
の

第
１
四
半

期
決
算
は
、

連
結
事
業

利
益
で
前

年
同
期
比

６
５
・
１

％
増
の
１

５
９
６
億

４
５
０
０
万
円
と
大
幅

増
益
と
な
っ
た
。
エ
ナ
ジ

ー
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

航
空
・
防
衛
・
宇
宙
の

３
セ
グ
メ
ン
ト
が
前
年

同
期
比
増
収
と
な
り
、
主

な
事
業
別
で
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｃ
、
原
子
力
が
売
上
収
益

を
大
き
く
伸
ば
し
た
。

 ト
ー
メ
ン
デ
バ
連
続
Ｓ
高

　
ト
ー
メ
ン
デ
バ
イ
ス

（
２
７
３
７
）
が
連
続
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
７
年
３

月
期
予
想
を
連
結
営
業

利
益
で
１
８
２
億
円
か

ら
４
８
９
億
円
（
前
期

比
２
・
６
倍
）
へ
大
幅

に
上
方
修
正
し
た
こ
と

が
引
き
続
き
好
感
さ
れ

た
。
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
製

品
需
要
拡
大
を
背
景
に
、

メ
モ
リ
価
格
の
上
昇
が

想
定
を
上
回
っ
て
い
る
。

日
ハ
ム
上
振
れ
期
待
後
退

　

日
本
ハ
ム
（
２
２
８

２
）が
大
幅
反
落
。
２
７

年
３
月
期
第
１
四
半
期

の
連
結
決
算
は
、
事
業
利

益
１
９
４
億
１
５
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
１

９
・
５
％
増
）と
市
場
予

想
を
上
回
り
大
幅
増
益

で
着
地
し
た
。
た
だ
、
原

材
料
価
格
高
騰
の
影
響

で
加
工
事
業
が
２
ケ
タ

超
の
減
益
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
通
期
計
画
の
６

１
０
億
円
（
前
期
比
１
０
．

７
％
減
）は
上
振
れ
期
待

が
後
退
、
失
望
売
り
を
誘

っ
た
。

 

公開価格２８％上回る
エブリーの初値　

エ
ブ
リ
ー
（
６

０
７
Ａ
）が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場

に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
２
３
０

円
を
２
７
・
８

％
上
回
る
２
９

４
円
で
初
値
が
生
ま
れ

た
。
同
社
は
動
画
メ
デ
ィ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
メ
デ
ィ
ア
の
運
営
と

そ
れ
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
通
じ
た
広
告
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

を
行
う
。

 

今
期
上
方
修
正
で
株
式
分
割

イ
ビ
デ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

５
日
、
イ
ビ
デ
ン
（
４

０
６
２
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
５
０
０
０
億

円
か
ら
５
５
０
０
億
円

（
前
期
比
３
２
・
１
％
増
）

へ
、
営
業
利
益
で
９
０

０
億
円
か
ら
１
２
７
０

億
円
（
同
２
・
１
倍
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
Ｉ
Ｃ 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
の
需

要
が
想
定
を
大
き
く
上

回
り
、
為
替
が
円
安
水

準
で
推
移
し
た
こ
と
が

寄
与
。
同
時
に
９
月
３

０
日
を
基
準
日
に
１
対

２
の
株
式
分
割
を
行
う
。

シ
グ
マ
ク
シ
ス
24
％
減
益

　
シ
グ
マ
ク
シ
ス
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
６
０

８
８
）が
急
落
。
２
７
年

３
月
期
第
１
四
半
期
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
２
４
・
１

％
減
の
１
２
億
２
８
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
外

注
を
活
用
す
る
大
型
案

件
が
大
き
く
減
少
し
た
。

 

荒
川
化
営
業
益
２
・
４
倍

　

荒
川
化
学
工
業
（
４

９
６
８
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
７
年
３
月
期
第

１
四
半
期
の
連
結
決
算

で
、
営
業
利
益
１
６
億

３
７
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
２
・
４
倍
）
と

利
益
が
急
拡
大
、
第
２

四
半
期
計
画
１
４
億
円

（
同
５
０
・
７
％
増
）
を

超
過
し
た
こ
と
で
、
通

期
予
想
の
上
振
れ
が
期

待
さ
れ
た
。
光
硬
化
型

樹
脂
や
精
密
研
磨
剤
が

大
き
く
伸
び
た
。

 

太陽誘大幅反落
　

６
日
、
太
陽
誘

電
（
６
９
７
６
）

が
大
幅
反
落
。
２

７
年
３
月
期
通
期

の
連
結
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
営
業

利
益
を
３
０
０
億

円
か
ら
４
５
０
億
円
（
前

期
比
２
・
３
倍
）
に
上

方
修
正
し
た
。
た
だ
、

積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン

デ
ン
サ
需
要
増
と
円
安

に
よ
る
収
益
上
振
れ
は

事
前
に
予
測
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
、
Ａ
Ｉ
関
連
株

安
の
中
で
出
尽
く
し
感

が
意
識
さ
れ
た
。

キ
ッ
コ
マ
ン
２
割
営
業
増
益

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
２

８
０
１
）
が
大
幅
続
伸
。

２
７
年
３
月
期
の
第
１

四
半
期
決
算
は
、
連
結

営
業
利
益
で
前
年
同
期

比
２
０
・
０
％
増
の
２

４
６
億
２
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
し
ょ
う
ゆ

は
家
庭
用
分
野
で
は
、

テ
レ
ビ
宣
伝
を
中
心
と

し
た
商
品
の
付
加
価
値

を
伝
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
施
策
な
ど
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
り
「
い

つ
で
も
新
鮮
」
シ
リ
ー

ズ
は
前
年
同
期
を
上
回

っ
た
。
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日本精線

第１四半期７２％営業増益
半導体製造装置向け販売大幅増

カプコン

５５％増収６７％営業増益
「プラグマタ」世界販売２５０万本突破

　日本精線（５６５９）の２７年３月期の第
１四半期（４～６月）決算は、連結売上高で
１２１億９００万円（前年同期比７．４％増）、
営業利益で８億４００万円（同７２．９％増）、
純利益で６億３５００万円（同２．９０１倍）
となった。ステンレス鋼線は高機能・独自製
品のうち日用品や医療向けのばね用材などが
堅調に推移し、金属繊維（ナスロン）は半導
体関連業界向け超精密ガスフィルター（ＮＡ
Ｓｃｌｅａｎ）が、ＡＩやデータセンター向け
半導体需要の高まりを受け、半導体製造装置
メーカー向けを中心に大幅な販売増となった。
　通期は売上高４９７億円（前期比６．６％増）、
営業利益３９億円（同２６．７％増）、純利益
２８億円（同３０．４％増）の従来予想を据
え置いた。

　カプコン（９６９７）の２７年３月期の第
１四半期（４～６月）は、連結売上高７０４
億１０００万円（前年同期比５４．７％増）、
営業利益４１０億５４００万円（同６６．９
％増）と大幅な増収増益となり、通期計画の
連結売上高２１００億円（前期比７．５％増）、
営業利益８３０億円（同１０．２％増）に対
して順調な滑り出しとなった。
　新感覚のＳＦアクションアドベンチャーゲ
ーム「プラグマタ」（ＰＳ５など対応）が全世
界で販売本数２５０万本を突破するなど好調
に推移、６月にニンテンドースイッチ２向け
に発売した「デビル メイ クライ ５デビルハ
ンターエディション」や「バイオハザード」
シリーズの新作リピート販売なども寄与して
おり、通期予想は先行き上ブレが期待される。

オ
ム
ロ
ン
大
幅
３
日
続
伸

第
１
四
半
期
は
営
業
益
３
・
３
倍

オムロンの日足チャート
　
６
日
、
オ
ム
ロ
ン

（
６
６
４
５
）
が
大
幅

に
３
日
続
伸
。
２
７
年

３
月
期
の
第
１
四
半
期

決
算
は
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
３
・
２

６
倍
の
１
８
８
億
５
７

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

制
御
機
器
事
業
に
お
い

て
、
Ａ
Ｉ
需
要
を
背
景

と
し
た
半
導
体
投
資
や

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け

の
二
次
電
池
投
資
を
着

実
に
捉
え
た
こ
と
に
加

え
、
代
理
店
と
の
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
強
化
や
新
商

品
の
拡
充
を
通
じ
た
顧

客
基
盤
の
拡
大
の
取
り

組
み
効
果
が
で
て
い
る
。

三菱マテリアルＳ高
上方修正で営業利益２．１倍

 
 

 
 

　

週
末
７

日
、
三
菱

マ
テ
リ
ア

ル
（
５
７

１
１
）
が

ス
ト
ッ
プ

高
。
２
７

年
３
月
期

の
業
績
予

想
に
つ
い

て
、
連
結

売
上
高
で

１
兆
９
９

０
０
億
円

か
ら
２
兆
４
０
０
０
億

円
（
前
期
比
３
０
・
１

％
増
）
へ
、
営
業
利
益

で
３
６
０
億
円
か
ら
１

３
０
０
億
円
（
同
２
・

１
倍
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
。
タ
ン
グ
ス

テ
ン
、
銅
、
金
な
ど
の

金
属
価
格
が
上
昇
、
為

替
が
円
安
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
。

レ
ー
ザ
ー
テ
ク
期
待
届
か
ず

 

　

レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク

（
６
９
２
０
）
が
大
幅

続
落
。
２
７
年
６
月
期

の
業
績
予
想
を
発
表
、

連
結
営
業
利
益
で
前
期

比
１
８
・
８
％
増
の
１

２
５
０
億
円
と
市
場
の

期
待
値
に
届
か
な
か
っ

た
。
Ａ
Ｉ
関
連
へ
の
積

極
的
な
投
資
を
背
景
に
、

先
端
半
導
体
の
需
要
が

引
き
続
き
高
水
準
で
推

移
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。

ロ
ー
ト
が
大
幅
続
伸

 
 

 
 

 

　

ロ
ー
ト
製
薬
（
４
５

２
７
）
が
大
幅
続
伸
。

２
７
年
３
月
期
の
通
期

予
想
を
連
結
営
業
利
益

で
４
３
８
億
円
か
ら
４

５
０
億
円
（
前
期
比

９
・
４
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
ア
ジ
ア
、

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
セ

グ
メ
ン
ト
が
想
定
を
上

回
り
好
調
に
推
移
し
た
。

フ
ジ
ク
ラ
大
幅
増
額

　

フ
ジ
ク
ラ
（
５
８
０

３
）
が
後
場
上
昇
に
転

じ
た
。
２
７
年
３
月
期

通
期
の
連
結
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
営
業
利
益

を
３
１
０
０
億
円
か
ら

４
３
２
０
億
円
（
前
期

比
２
・
３
倍
）
へ
大
幅

に
上
方
修
正
し
た
。
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１２％増収７２％営業増益
第１四半期販売増と値上げ効果

あじかん

第２四半期予想を上方修正
鶏卵価格想定下回り円安効果も

ハリマ化成グループ

２ケタ増収で営業益２．７倍
１Ｑ鉄道中心に国内伸び全社収益牽引

Ｔ Ｏ Ａ

営業益２．４倍で２Ｑ計画超過
光硬化型樹脂や精密研磨剤大幅増

荒川化学工業

　あじかん (２９０７)は２７年３月期の業
績予想について、第２四半期累計（４～９月）
の連結売上高では２６０億円（前年同期比４．
２％増）を据え置いたが、営業利益では３億
５０００万円から５億５０００万円（同３．
６倍）へ、純利益では２億７０００万円から
４億３０００万円（同２．４倍）へ上方修正
した。
　鶏卵価格が当初想定をやや下回る水準で推
移したことに加え、加工費の低減と諸経費の
抑制に努めており、これに加えて円安で推移
したことで為替予約に係る時価評価損益の改
善に加え、決済差益も拡大した。
　通期は売上高５４５億円（前期比６．０％
増）、営業利益１５億円（１７．２％増）、純
利益１１億５０００万円（同３．５％増）の
従来予想を据え置いている。

　荒川化学工業（４９６８）の２７年３月期
第１四半期の連結決算は、売上高２２２億８
２００万円（前年同期比１２．０％増）、営業
利益１６億３７００万円（同２．４倍）と２
ケタ増収で利益が倍強に急拡大、営業利益は
第２四半期計画の１４億円（同５０．７％増）
を超過した。
　千葉アルコンが定期修繕から再開が遅れ稼
働率が低調に推移したが、半導体、生成ＡＩ、
データセンターなどの注力分野で機能性コー
ティング材料用の光硬化型樹脂やハードディ
スク用精密研磨剤が大きく伸び収益を牽引。
中東情勢の影響を受けた板紙在庫積み増しの
動きにより、紙力増強剤も堅調に推移した。
　通期は売上高８７０億円（前期比５．９％
増）、営業利益３３億円（同３２．０％増）と
期初予想を据え置いた。

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２７年
３月期第１四半期の連結決算は、売上高２８
６億８２００万円（前年同期比１１．５％増）、
営業利益１３億７００万円（同７１．８％増）、
最終利益９億９６００万円（同２．５倍）と
２ケタ増収で利益が大幅に拡大した。
　製紙用薬品は紙力増強剤が中国での販売増
と値上げ効果で増収で収益が大きく拡大、樹
脂・化成品も原料価格高騰に対応した販売価
格の引き上げや製造コスト低減により収益が
急改善した。電子材料もはんだ付け材料の受
注増と値上げ、自動車用熱交換器ろう付け材
料も伸び大幅増収で黒字に浮上している。
　通期は売上高１１００億円（前期比６．０
％増）、営業利益３５億円（同６．６％増）、
最終利益２６億５０００万円（同１３．０％増）
と期初予想を据え置いた。

　ＴＯＡ（６８０９）の２７年３月期第１四半
期の連結決算は、売上高１２５億６９００万
円（前年同期比１２．４％増）、営業利益９億
６３００万円（同２．６倍）、最終利益６億８
００万円（前年同期２３００万円）と２ケタ
増収で利益が大幅に拡大した。
　国内で鉄道施設や工場、教育市場向けや海
外鉄道車両向けが伸び、１５％超の増収でセ
グメント利益が２．７倍強に拡大、全社収益
を牽引した。海外もベトナムの市況が好調で
台湾は半導体など工場向け、タイではデータ
センター向けの納入が進んだ。欧州やアフリ
カも市況の回復もあり販売が堅調に推移した。
　通期は売上高５６５億円（前期比２．０％
増）、営業利益４７億円（同０．９％増）、最
終利益３４億円（同２．６％増）と期初計画
を据え置いた。
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２７年３月期予想上方修正
主力２事業好調で在庫適正化一巡

大和ハウス工業

通期上方修正配当引上げ
第1四半期増収２ケタ増益で着地

第１四半期４８％営業増益
整水器堅調でインドネシア成長続く

日本トリム

１Ｑ実質増収減益で着地
シンガポール営業開始へ先行投資

立花エレテック

ステムセル研究所

　大和ハウス工業（１９２５）は２７年３月
期の連結業績予想について、売上高を５兆８
０００億円から５兆９０００億円（前期比５．
８％増）、営業利益を４０００億円から４６
００億円（同２５．２％減）に上方修正した。
　米国に加え国内でも戸建住宅が伸び、賃貸
住宅や事業施設も好調で、第１四半期は売上
高１兆４０８３億８５００万円（前年同期比
９．０％増）、営業利益１３０６億４４００
万円（同１０．６％増）と増収２ケタ増益で
着地した実績と足元の進捗状況を踏まえ通期
予想を見直した。
　収益上振れに伴い、期末配当を４５円から
４６円に引き上げた。９月３０日を基準日と
して１株を２株へ株式分割を実施する予定で、
分割前換算で年間配当は１７８円（前期１７
５円）へ増配になる。

　ステムセル研究所（７０９６）の２７年３
月期第１四半期の連結決算は、売上高７億２
２００万円、営業利益４０００万円で着地し
た。連結決算への移行で比較はないが、国内
事業は増収増益で保管検体数も増加したが、
シンガポールの営業開始に向けた人員・体制
整備、経営体制強化など先行投資が収益を圧
迫、実質増収減益だった。
　今期は国内事業の体制を強化しながら、将
来の柱となる海外事業への先行投資に集中す
ることから、売上高３１億円（前期比１０．３％
増）、営業利益１億円（同５０．７％減）と期
初の増収減益予想を据え置いた。
　シンガポールでは国内で培った品質管理・
保管ノウハウを生かした細胞処理センター・
細胞保管センターが完成、行政手続きが完了
し９月頃から営業を開始する。

　立花エレテック（８１５９）は２７年３月
期の通期予想を連結売上高で２３００億円か
ら２５５０億円（前期比１２．１％増）へ、
営業利益で７８億円から９５億円（同２６．
５％増）へ、純利益で６０億円から７０億円（同
５．７％減）へ上方修正した。
　ＦＡシステム事業においては、市場の回復
が当初の想定を上回る勢いで進み、受注環境
が好転。また半導体デバイス事業においても、
世界的な需要逼迫による製品価格の上昇に加
え、同社の調達力を活かした安定供給に努め
たことにより、旺盛な顧客ニーズを取り込む
ことができている。 
　こうした主力２事業の好調を背景として売
上高は大きく伸長し、また営業利益についても、
前期に実施した在庫の適正化が一巡し、収益
性の正常化が進んでいる。

　日本トリム（６７８８）の２７年３月期の
第１四半期（４～６月）は、連結売上高６７
億２９００万円（前年同期比１３．１％増）、
営業利益８億５５００万円（同４８．４％増）、
純利益５億３２００万円（同３２．７％増）
となった。
　整水器販売はセミナー開催数の増加やスポ
ーツ分野や美容分野への開拓も進展しており、
カートリッジ販売とともに堅調に推移してい
る。これに加えてインドネシアのボトルウォ
ーター事業が引き続き成長を持続している。
　今後は新たな営業ツールの導入を進め、営
業人員の拡充を進める方針で、通期は連結売
上高２７０億円（前期比１１．８％増）、営業
利益３３億円（同１２．２％増）、純利益で２
２億円（同８．３％増）と従来予想を据え置
いた。
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第1四半期９７％営業増益
半導体装置用ポンプ受注増続く

三相電機

前６月期は２７％営業増益
高単価案件増えレーザ量産加工伸びる

３６％増営業増益で着地
１Ｑ新建造船需要や電力大口案件計上

クオルテック英　和

第1四半期は８．３％増収
グミキャンディー用など引き続き堅調

新田ゼラチン

　三相電機（６５１８）の２７年３月期第１
四半期の連結決算は、売上高４９億２７００
万円（前年同期比２４．１％増）、営業利益
３億９７００万円（同９７．４％増）、最終
利益２億７０００万円（同６９．０％増）と
大幅増収で利益が大幅に拡大した。
　生成ＡＩの普及やデータセンター需要の拡
大を背景に半導体製造装置用ポンプへの受注
増加が続き、販売価格引き上げや原価低減効
果も収益を押し上げている。１Ｑの売上営業
利益率は前年同期の５．１％から８．１％に
改善した。
　通期は売上高１８８億円（前期比２．８％
増）、営業利益１３億円（同６３．６％増）、
最終利益８億５０００万円（同４９．５％増）
と従来予想を据え置いた。期末一括配当は２
５円を継続。

　英和（９８５７）の２７年３月期の第１四
半期（４～６月）決算は連結売上高で１０４
億１２００万円（前年同期比８．８％増）、営
業利益５億７５００万円（同３５．８％増）、
純利益４億７８００万円（同３７．８％増）
と大幅増益となった。
　製造用機械・電気機器業界では大型案件の
反動などの影響があるものの、造船業界向け
では新造船建造需要を背景として販売が増加。
また、電力業界向けでは老朽化設備更新需要
や大口案件の売上計上により販売が伸長した
他、道路維持管理など社会インフラの維持に
使用される特殊車両の販売も堅調に推移した。
　通期予想は売上高４８５億円（前期比０．
７％減）、営業利益２６億６０００万円（同１
０．６％減）、純利益１８億５０００万円（同
１０．６％減）を据え置いた。

　新田ゼラチン（４９７７）の２７年３月期
の第１四半期（４～６月）決算は、連結売上
高９８億９３００万円（前年同期比８．３％増）、
営業利益１１億８４００万円（同５．５％減）、
純利益６億９０００万円（同１０．４％増）
となった。ゼラチンは日本でグミキャンディ
ー用などの販売が引き続き堅調に推移したも
のの、医薬品用などの販売が減少し、インド
ではカプセル用の需要が引き続き堅調に推移
したものの、販売価格の下落の影響を受けた。
コラーゲンペプチドは日本で一部顧客の商品
販売が減少したが北米では、プロテイン需要
が引き続き活発に推移している。
　通期は売上高４３０億円（前期比１３．０
％増）、営業利益４７億円（同０．８％増）、
純利益２４億円（同２６．９％減）の従来予
想を据え置いた。

　クオルテック（９１６５）の２６年６月期
の単体決算は、売上高４３億６００万円（前
の期比７．０％増）、営業利益４億８９００万
円（同２７．２％増）、最終利益３億８５００
万円（同７５．４％増）と増収大幅増益で着
地した。
　車載業界の電動化、環境負荷低減ニーズの
高まりを背景に信頼性評価、微細加工ともに
売り上げが拡大、高単価案件の増加やレーザ
量産加工の伸びに加え、ＡＩ活用による生産性
向上も収益を押し上げた。
　信頼性評価のシェアアップと高付加価値案
件、微細加工の量産案件獲得により、２７年
６月期も売上高４６億円（前期比６．８％増）、
営業利益５億（同２．１％増）、最終利益３億
９５００万円（同２．４％増）と増収増益を
見込む。期末一括配当は４７円を継続。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

国力強まれば円高に
日銀利上げならショック安も

輸
出
企
業
に
は
ダ
メ
ー
ジ

良品計画の日足チャート

　財務省は
米当局と協
調し円買い
介入を７月
３１日に実
施した。協
調介入は２

０１１年の東日本大震災の直後以来１５年ぶり。
円安進行を食い止める円買いの協調介入は１９
９８年の金融危機時以来およそ２８年ぶりだ。
　政府・日銀は７月３０日と３１日に介入に踏
み切った。２日間で計１１兆～１２兆円規模と
される。対ドルの円相場は７月２３日に１ドル
＝１６４円に迫り、およそ４０年ぶりの安値圏
にあった。介入後は１ドル＝１５５円２０銭ま
で円高が進んだ。
　なぜ日本政府が日米協調為替介入をしてまで、
円安是正に躍起になるのか。最大の理由は「国
民生活を圧迫する悪い円安」に変質したためだ。
特に国民が困っているのが食料品の価格上昇だ。
日本は食料やエネルギーを海外から輸入する割
合が高く、円安は原油、天然ガス、小麦などの
輸入価格を押し上げ、物価高を通じて家計を直
撃する。政府は８月５日、食料品の消費税率を
２０２７年４月から１年間に限って１％に下げ
る方針を閣議決定した。中低所得者への１％分
の給付を組み合わせて税率を「実質ゼロ」にする。
　それまでは輸入業者の値上げによる食料品価
格の上昇を抑えなければ国民の不満が高まるの

で、政府は、
急激な円安
を放置でき
ないと判断
したのだろ
う。ただ、
円高は日本
経済にはマ
イナスであ
る。ヘッジ
ファンドが
積み上げて
きた円売り
ポジション
が解消され、
円買いポジ
ションを強
めれば、さ
らに円高が
進む。自動車や電気機器メーカーなど輸
出業には相当なダメージとなる。
　１０円円高が進むとトヨタ自動車の利
益は約５５００億円も吹き飛ぶ。ベッセ
ント財務長官が「決断は高市政権がすべ
きだが２つの選択がある。減税を受け入
れるか、インフレ率の引き下げに努力す
るかだ。私なら後者を選ぶ」と述べた。
この発言を機に日銀が９月に利上げを行
う可能性がでてきた。
　高市総理にとって本来、為替介入や利
上げは自分の意に反していることだ。高
市総理が掲げている「骨太の方針」を早
期に進めて内需が喚起されれば日本経済
と国力が強くなり、日本への投資が増加
し、円高になるのだ。仮に９月になって
円高が進んでいるにも関わらず、日銀が
利上げを行えば、株式市場は相当ショッ
クを受けることになるだろう。
　潮流銘柄は良品計画（７４５３）、セ
リア（２７８２）、ニトリホールディン
グス（９８４３）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

日経平均の週足チャート

ＡＩ関連企業の決算は出揃う

Ａ
Ｉ
関
連
は
選
別
物
色
へ

25
日
線
抜
け
な
る
か
？

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
２
４
４
円
高
と
な
り
、
２
週

間
ぶ
り
に
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。

　

前
週
末
の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
リ

バ
ウ
ン
ド
を
試
す
展
開
と
な
っ
た

が
、
２
５
日
移
動
平
均
線
（
６
万

５
９
６
８
円
処
）
が
上
値
抵
抗
線

と
し
て
機
能
し
揉
み
あ
う
展

開
と
な
っ
た
。
こ
の
水
準
に

は
１
３
週
移
動
平
均
線
（
６

万
６
２
５
５
円
処
）
も
位
置

す
る
た
め
、
抜
い
て
く
る
に

は
日
柄
調
整
が
必
要
な
よ
う
だ
。

　

一
方
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
順
調
に
リ

バ
ウ
ン
ド
し
４
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

を
回
復
、
７
月
の
高
値
更
新
を
狙

え
る
位
置
ま
で
戻
っ
た
。

　

１
５
年
ぶ
り
の
日
米
協
調
介
入

に
よ
り
円
高
が
進
行
、
更
な
る
介

入
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
株
式

は
内
需
株
優
位
の
展
開
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
Ａ
Ｉ
関
連
株
の
決
算

は
出
そ
ろ
っ
た
が
市
場
予
想
よ
り

良
い
企
業
、
悪
い
企
業
が
ま
ち
ま

ち
で
、
今
後
は
Ａ
Ｉ
関
連
株

の
中
で
も
選
別
物
色
が
進
み

そ
う
だ
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は

６
月
２
３
日
の
高

値
（
７
万
２
８
３

１
円
）
を
起
点
と

す
る
右
肩
下
が
り

の
上
値
抵
抗
ラ
イ

ン
で
止
ま
っ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

日
足
の
転
換
線

（
６
万
３
３
７
５
円
処
）
や
基

準
線
（
６
万
５
４
１
６
円
処
）

を
抜
け
て
き
て
お
り
、
い
ず
れ

２
５
日
移
動
平
均
線
（
６
万
５

９
６
３
円
処
）
を
抜
い
て
く
る

可
能
性
は
高
い
。

　

ま
た
、
下
値
は
７
月
２
９
日

の
安
値
（
６
万
０
４
４
８
円
）
を

起
点
と
す
る
右
肩
上
が
り
の
ラ
イ

ン
が
抵
抗
線
と
し
て
機
能
し
ミ
ニ

三
角
持
ち
合
い
の
よ
う
な
形
と
な

っ
て
い
る
。
今
週
は
こ
の
ミ
ニ
三

角
持
ち
合
い
を
抜
け
て
き
た
方
に

大
き
く
動
く
と
思
わ
れ
注
意
が
必

要
だ
。

　

今
週
は
立
ち
合
い
は
４
日
だ
が

８
月
Ｓ
Ｑ
週
で
も
あ
る
。
オ
プ
シ

ョ
ン
と
絡
め

て
仕
掛
け
が

入
る
可
能
性

も
あ
り
動
き

は
大
き
く
な

り
そ
う
だ
。

今
週
の
レ
ン

ジ
は
６
万
４

０
０
０
円
～

６
万
７
５
０

０
円
を
想
定

す
る
。

　
（
ハ
チ
ロ

ク
）

、、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ソニーＧの
　　日足チャート

ＳＱ前の掉尾の一振あるか？

盆休みで閑散な動き

　

先
週
の
東
京

市
場
は
、
５
日

に
日
経
平
均
で

６
万
６
３
０
０

円
台
ま
で
戻
す

場
面
が
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
の

後
は
上
値
の
重

い
展
開
な
が
ら

比
較
的
底
堅
い

動
き
に
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
場
で
は
ダ
ウ

が
最
高
値
を
更

新
し
、
ナ
ス
ダ

ッ
ク
指
数
も
戻
り
を
演
じ
て
い

た
が
、
先
月
末
か
ら
日
米
協
調

で
の
為
替
介
入
で
一
時
１

ド
ル
１
５
５
円
台
ま
で
円

高
が
進
展
し
た
こ
と
で
一

時
的
に
輸
出
系
の
銘
柄
の
株

価
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
第

１
四
半
期
決
算
に
つ
い
て
は

期
待
値
が
高
す
ぎ
た
Ａ
Ｉ
半

導
体
の
一
角
で
は
大
幅
増
益
で

も
発
表
翌
日
に
売
ら
れ
る
展
開

に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
銘
柄
で

は
好
決
算
か
ら
株
価
が
上
昇
す

る
動
き
に
な
っ
て
い
た
。

　

第
１
四
半
期
決
算
に
つ
い
て

は
総
じ
て
好
調
な
内
容
の
銘
柄

が
多
い
が
、
主
要
企
業
の
発
表

が
一
巡
し
て
、
今
週
は
多
く
の

企
業
が
お
盆
休
み
に
な
る
こ
と

か
ら
欧
米
で
の
サ
マ
ー
バ
カ
ン

ス
を
含
め
て
投
資
家
減
少
に
よ

る
閑
散
相
場
が
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
先
月
か
ら
の
一
連
の
売

り
材
料
は
織
り
込
ん
だ
と
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
１
４
日
の
２

２
５
オ
プ
シ
ョ
ン
Ｓ
Ｑ
前
の
掉

尾
の
一
振
的
な
動
き
が
あ
れ
ば
、

コ
ー
ル
の
売
り
方
の
買
い
戻
し

を
誘
っ
て
一
段
高
な
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。

　

今
週
は
米
国
で
１
２
日
に
７

月
消
費
者
物
価
、
１
４
日
に
７

月
小
売
売
上
高
の
発
表
が
あ
り
、

こ
の
内
容
次
第
で
は
次
回
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
で
の
利
上
げ
観
測
が
高
ま

ろ
う
。
決
算
で
は
１
２
日
に
鴻

海
精
密
、
１
３
日
に
ア
プ
ラ
イ

ド
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
が
控
え
る
。

　

国
内
で
は
１
１
日
が
山
の
日

の
祝
日
で
あ
り
、
週
初
は
特
に

手
控
え
の
動
き
に
な
り
や
す
い
。

決
算
で
は
１
０
日
に
ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ
、
住
友
金
属
鉱
山
、
楽

天
グ
ル
ー
プ
。

　

サ
マ
ー
バ
カ
ン
ス
明
け
を
睨

ん
で
好
決
算
銘
柄
の
押
し
目
買

い
で
対
処
し
た
い
。

当面のスケジュール

 

・10日 ７月30・31日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合の「主な意見」
　　　 ７月景気ウォッチャー調査
・11日 休場:東京市場
　　　 米７月中古住宅販売件数
・12日 ７月マネーストック                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
　　　 ７月工作機械受注
　　　 米７月消費者物価
・13日 ７月国内企業物価指数
　　　 米７月生産者物価
・14日 オプションＳＱ
　　　 米７月小売売上高
　　　 米８月ミシガン大学消費者マインド
　　　 指数  　　　                                                                                                                                                                                                                                  
・17日 ４－６月期ＧＤＰ
　　　 ６月第三次産業活動指数
　　　 米８月ＮＹ連銀製造業景気指数
・18日 米７月輸出入物価　　　
　　　 米７月鉱工業生産・設備稼働率
・19日 ６月機械受注
　　　 ７月訪日外客数
　　　 ７月28・29日開催のＦＯＭＣ議事録
・20日 ７月貿易統計
　　　 米８月フィラデルフィア連銀製造業
　　　 景況感指数
・21日 ７月消費者物価
　　　 ８月Ｓ＆Ｐグローバル日本製造業Ｐ
　　　 ＭＩ
　　　 ８月Ｓ＆Ｐグローバル・ユーロ圏製
　　　 造業ＰＭＩ
　　　 米８月Ｓ＆Ｐグローバル米国製造業
　　　 ＰＭＩ

編 

集 

後 

記

　

朝
晩
は
幾
分
和
ら
い
だ
が
、

昼
間
は
命
の
危
険
を
感
じ
る
猛

暑
が
続
い
て
い
る
。
フ
ェ
ー
ン

現
象
に
よ
る
熱
風
や
太
平
洋
・

チ
ベ
ッ
ト
の
２
つ
の
高
気
圧
が

重
な
り
あ
っ
て
猛
烈
な
暑
さ
を

も
た
ら
し
て
い
る
ら
し
い
。
す

で
に
バ
テ
気
味
で
秋
の
訪
れ
が

待
ち
遠
し
い
が
、
９
月
に
入
る

と
気
温
が
下
が
る
と
さ
れ
て
い

た
中
期
予
報
は
修
正
さ
れ
、
残

暑
が
長
引
く
と
い
う
。

　

さ
て
、
1
Ｑ
決
算
は
好
調
で

上
方
修
正
が
相
次
い
で
い
る
が
、

い
ず
れ
も
何
ら
か
半
導
体
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
い

る
。
温
暖
化
対
策
が
Ａ
Ｉ
並
み

に
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
れ
ば

と
思
う
き
ょ
う
こ
の
頃
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


